
京都市洛西ふれあいの里療護園　事業計画
　　京都市洛西ふれあいの里療護園（障害者支援施設　生活介護事業・施設入所支援　　短期入所事業　特定相談支援事業）

	事業の基本方針

　利用者支援においては、利用者の人生の一時に接しながら共にあるという意識のもと寄り添いながら、利用者の思いが実現できる支援を行う。また、利用者の高齢化・障害の重度重複化に対しては、日常の健康実態を把握し急変時での迅速な対応が出来るよう情報を共有、地域医療機関との連携を深め、利用者の生命や身体の安全を最優先で守る。
以上の運営方針に基づき以下の利用者主体の支援に取り組んでいく。
①一人ひとりの人格を尊重し、主体的・自律的に生活できるように必要な支援を行う。
②地域に開かれた社会福祉施設の役割を果たすとともに、地域に根ざした福祉を進め、利用者と地域住民との交流を深め、誰一人取り残さない共生社会の実現を目指す。


（１）平成３１年度　　事業及び経営の重点方針

①利用者の生きざまに寄り添えるよう支援のあり方を見直す

②安心安全なサービス提供、健康維持に向けた環境体制の強化

③利用者の生活環境の改善

④地域住民やボランティアを呼び込める場作りの模索

⑤洛西再整備検討の推進
（２）職員体制

　　　管理者（施設長）1名　副施設長1名　サービス管理責任者１名　相談支援専門員（生活支援担当主任兼務）２名　事務職員１名　事務補助職員1名　生活支援担当主任3名　生活支援員17名　生活支援補助職員6名　生活支援非常勤職員13名(常勤換算6.85名)　看護職員５名　管理栄養士（前期は栄養士）1名 医師非常勤3名（常勤換算0.2名）その他清掃・洗濯職員非常勤職員５名（常勤換算2.5名）理学療法士嘱託1名（常勤換算0.8名）　　　　　　　　　＊調理は業務委託
（３）対象と定員

①障害者支援施設　　日常生活に介護を必要とする重度の身体障害者　定員50名　　

②短期入所事業　　　主に身体障害者　定員4名

　　③特定相談支援事業　主に入所利用者50名を対象
（４）事業内容

①利用者の生きざまに寄り添えるよう支援のあり方を見直す

50人の利用者にはそれぞれの人生背景があり、生活の多様性や価値観が存在する。利用者の人権や思いを尊重し、強みや良さに注目した活動や関わりを展開することで“生活の彩”、“生きる楽しみ”の部分をしっかり支援していけるようにする。
　　　「支援のあり方」の見直しのポイントを以下とする。
ア　生活は利用者各々のものであり、決定権は利用者にある。職員の物差しだけになっていないか精査する。
イ  生活の基本設計は利用者が行う
「本来、自分にとって望ましい生活とはどのようなものか」「自分らしい生活をつくるとはどのようなことか」を、利用者を中心に一緒に検討し、個別支援計画を充実する。
ウ  職員は、利用者が持てる力が大切にされ、助長され、それにより利用者の

本意が実現されることを最優先で考え支援を行う。
エ　暮らしを支えるチームケアの充実を目指す。一つひとつの関わりや介助が、感覚的なものではなく、その意味や根拠に基づき一貫した支援が展開できるよう、また新規や異動職員にとっても不安軽減につながるような支援の標準化作りを検討していく。

　　　　オ　療護園として第三者評価を受診し、客観的な評価からも最良の支援のあり方を検討する。
②安心安全なサービス提供、健康維持に向けた環境体制の強化

　　　　ア　看護職員の充足（派遣職員から正規または嘱託職員への切替・安定化）

　　　　イ　支援職員の充足（募集・補充による欠員状況解消および安定したサービスを継続提供できるよう体制の核となっていく職員づくりに力点を置く。建物整備後も運営の柱として療護園の支援精神を継承していけるよう、人員配置構想については経験や全体バランスの中で将来像を想定しながら編成を検討提案する。他、産休・育休予定職員の代替については、補助・非常勤職員にて体制を整える。
（＊利用者の命と暮らしを確実に守れるよう、看護と支援の体制強化に最優先で取り組む。）
ウ　体調急変時への迅速対応に向け、協力医療機関（現在３機関）のさらなる開拓と連携の強化。将来的には施設での看取り支援も視野に入れながら、必要な環境作りに向けた他法人の取組事例などの情報収集をはじめる。
エ　喀痰吸引等１号研修の支援職員受講を継続し、医療的ケアや緊急時の対応について職員教育に努める。

　　　　オ　リスク対策委員会中心に、アクシデント分析と再発防止・予防強化を図る

カ　身体機能維持のため、理学療法士による定期的な評価とリハビリ訓練の継続

キ　摂食への取組強化、食事環境の充実、体重増減への適切な対応のため、栄養士を中心として栄養ケアマネジメントをおこない専門機関を含めた他職種連携による支援を継続
ク　緊急時や大災害時の対応について、既存のマニュアルを見直し安全確保に関する支援手順を完備し、それに伴うシミュレーション訓練の実施を検討する。
　　③利用者の生活環境の改善
　　　　30年が経過し老朽化が著しいが、日々の生活に直結する場所については、利用者からの声も汲み取りながら、優先して生活環境の改善・改修につとめ、少しでも快適に過ごしていただけるようにしていく（詳しくは、下記（７）に記載）。また、今後のあるべき住まいのあり方については、洛西再整備計画の継続協議を通じて、利用者にとっても・地域住民にとっても喜ばれる施設づくりを検討する。
④地域住民やボランティアを呼び込める場作りの模索

　　ア　“出会い・ふれあい・和気あいあい”をテーマに、療護園での日中・余暇活動、生活のサポート（お話相手など）で地域の方々に関わってもらえるような場面が切り出せないか検討・募集する。また、昨年度に続き近隣小学校児童とのふれ合いの機会などを模索していく。他、療護園がどのような施設なのか、日々の暮らしの中でのちょっとした出来事や楽しみ、支援に携わる者としてのやり甲斐・魅力などをブログ発信する
イ　地域の障害者、高齢者と住民との交流を目的とした「ふれあいの里秋祭り」や人材募集も兼ねた「ふれあいの里冬フェスタ」の継続。
⑤洛西再整備検討の推進

　　　　洛西ふれあいの里各施設は、利用者の居住環境・利用環境及び支援環境の面から再整備が必要な状況となっている。昨年度に引き続き、法人や各事業所での意見交換を中心に、障害者への最良の支援を目指した施設のあり方についての検討を進めるとともに、京都市とも連携し、現在の利用者の環境の改善に向けて、計画的に改修・修繕などを実施していく。
⑥その他

ア　施設内を楽しい空間に。利用者が生き生き笑顔に。
利用者が暮らしの中で見せる魅力的な風景を撮影した写真や自分たちが作った作品など(書道以外にも新たに芸術活動を取り入れたい)を施設内に少し　ずつ掲示することで、施設内を楽しい空間にしていく。

イ　生活にアクセントを（笑いでパワーを）
高齢化や障害の重度化により以前には出来ていた外出が困難になる利用者が増えてきている。施設内で過ごす時間に刺激が生まれるよう、外から公演に来てもらうような形でお笑いや音楽などのパフォーマンスを鑑賞できたり、移動カフェ（大原野の杜が実施）に来てもらったり余暇の楽しみの機会が作れないか検討していく。
ウ　権利擁護・虐待防止に向けた取り組み
　　　　　　療護園が目指すべき支援者像を明確化していくとともに、不適切と思われる支援を生まないよう虐待防止チェックリストを定期的におこない、結果を検証し職員にフィ－ドバックする。また外部研修受講や内部研修実施により虐待防止についての周知を職員にはかり、意識と資質の向上に努める。
　　　　エ　職員の介護負担軽減のための取り組みを再検討
　　　　　・利用者・職員向けの朝のラジオ体操の復活を検討する
　　　　　・2018年度に導入した介護リフトの操作を再周知し活用を活発化させる。
　（５）情報

　　①情報発信、開示

　　　　広報誌『療護園通信』の発行（年2回）
　　利用者・ご家族の希望により記録の開示をおこなう

　　②利用者の満足度、苦情の把握

　　　ア　利用者満足度アンケートを実施し、必要な改善に努める。

イ　利用者懇談会を開催して施設運営、設備や職員に対する意見の把握をおこなう。　

　　　ウ　利用希望者に対して第三者委員の個別相談日を設ける。

　　　エ　嗜好調査をおこない、利用者から食事に関する意見や要望を聞く。

　　　オ　第三者評価の受診と公表（療護園としては初の取組）
（６）育成

　　①実習やボランティアの受け入れ

　　　学校等からの要請があれば対応していく。また、地域住民や学生団体などのボラン

ティアを積極的に受け入れる。
　　②職員育成

　　　ア　喀痰吸引第１号研修を順次受講し合法的に医療的ケアを行える体制を作る。

イ　他事業所連携、サービス管理責任者研修や相談支援専門員研修の受講
ウ　経験年数に応じた階層意識の形成とOJTの推進
エ　地域支援の知識を得るため研修参加や他施設の見学や実習

オ　ＱＯＬ委員会やサービス管理者連絡会の継続参加により、近隣の関係施設と連携をとり情報を共有しＱＯＬやサービスの向上を図る
（７）施設整備

　　　大規模な修繕については、京都市と協議しながら複数年かけて検討する。

①空調・換気機器（中央棟）の修繕　　　　　　　　 
②トイレ改修

③職員休憩室改修

④医務室流し改修

⑤洗濯・リネン室の床改修

⑥利用者居室　高所物入扉設置（地震時の安全対策）

⑦リフト車１台買換
その他、設備・備品の老朽化についても、必要に応じて更新をはかっていく。

